
















論文題目   日本人学習者による韓国語の音声運用に関する研究 
―学習者の動機づけと韓国語の音声運用上に見られる特徴― 
 











本論文は全 7章で構成されている。この中で具体的な分析を行った第 2章から第 6章ま
での内容をまとめて以下に述べる。 















































































































第 6 章では、韓国語を学び始めて 2 年が経過した日本人学習者を対象とし、比較的上級
段階の言語活動であるスピーチに対して学習者のデータを収集し、パラ言語と関連づけて
考察した。学習者のスピーチ音声を分析した結果では以下のような特徴が見られた。まず、
韓国語母語話者に評価してもらった結果では、学習者のスピーチに対する全体的な印象評
価の結果とパラ言語の各評価項目における評価結果の間に正の相関関係が認められた。こ
の結果により、韓国語母語話者は学習者のスピーチ音声を評価する際に、パラ言語を評価
基準としていると考えられた。評価項目の中では「流暢さ」の評価結果が全体的な印象評
価の結果と最も高い正の相関関係が認められており、学習者のスピーチを評価する際に「流
暢さ」が重要な評価指標になっていることが示唆された。次に、「流暢さ」に焦点を当てて
スピーチ音声における音声的特徴が「流暢さ」の評価結果とどのような関係にあるのかを
調べた。その結果、発話の速度が速いほど、スピーチの中で反復を行う頻度が低いほど、
流暢であると評価され、沈黙が長く、フィラーを多く使用するほど、非流暢であると評価
される傾向が見られた。今後は、本論文の研究で明らかになった点や問題として考えられ
た点を踏まえ、効果的な音声学習の方法を具体化していく必要があると考えられる。 
